水田雜草の防除試驗（2）　水田の藥劑除草（1） by 笠原, 安夫
あるが.この中でこ傑種であるさか短毛底刺~
帯するさか或は来歴~L-らぺ大結果敵州或は印
度に由来したさ見倣されるものがlt%もあり、
結局日本在来さ思われる皮多は90%まで有毛型
であるこさが判るd 一方、我園の練要は大部分
が無宅であって、これは偶然さはいえ極めて欄
箸な注目グゥごき特異性手思われるq而して、ニ
健闘の毛茸の刊により大腫聞東以南の地域
じ於τは極めて姉に品種の峨性の酬を行
うこさ tJ~できるq
ホ奇究は文部省糾事試験研究設に主轟業畿の i栂で
あ品。働媛助金奥えられれ御盤届に軍司し深謝する。
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水田雑草の防除試験 (2J
水田の薬剤除幕 (1)
笠 原
1.鱒 雷水稲さ水困難:隼ぞ生育せしめ
たボヅト及永田拒に於りる諸積の繋費jによる幅
除猷験以既報fめしたが窓口は昭和17，年より同20，
..高水田に於て硫酸、硫酸銀、石灰窒素、其他
者世施用した雑草幅除並t二雑草費生防止試験@結
果の大要令報告する。倫最近アメリカaセレセ
4シヨンを起しでゐる新ホルモン除草剤2'-4-
DのS食事試験は目下施行中でィ 7月中下旬にそ
の遁量を撮布.すれば禾本科雑草(主に¢エ)そ
除〈他の全部の水田除草を枯死せしめ、稲iこ及
峰す識密は極めτ!1t.いので好成績が得られつ冶
ある、その結果は後に接表の畿定である司
2.賦験の方法 (-1)水総継付前の石灰窒
遂の撒布によft雑草防除試験
*田雑草種子はヒエ類等ぞ除廿ば 2佃位覆土 .
すれば珪芽しない(禾鷲表〉よって土壌表面l二
石灰窒素必撒布して表土居に含まれる雑草種子
高官害.L-.其の後土や捷枠しなければ雑草の費生 ，
が少k~.J 同撒布後に撹持すれば死な、ぃ種午
が表面に出て鷲芽するq そこマi基水前に田面
毎平にし't:少し漁策や奥へた後、石灰窒素足首
7.5-15~~均一に撒布して4. 9. 7. 10日後t二
安 夫
堪水し，代掻作業やせ今に田植して、難主事E費生
さ稲松量~調査したa 昭和17年の試験は第 1.2
表、昭和18年訴織は第3表であるq 街、直宮地
肥量等は第4表の如〈勺ある。
第I表挿秩前の石灰窒素撒布試鴎
〈昭如ー七鴇甲田)
1 区 宮無富草脚箆|
慮理方法 I に すにお般重す1~lt!lÏ\主事;~持制総童数意 歩合診令
万円 72明 8 f 
(袖前川) 1081 970150MI S83 
撒布 15 1815013790111831 1781 41.6 1 88.0 1 
• 除草嵐 188074020 ¥1680 .392 1∞ 93.長|
‘除 車 『匝 430o 1司125 3.5 100 
備司~ Iく1)窓生艇事種類・・・アゼナ、 アプJメ、..fdl
~サ.キカシグサ、 ~~;I:þ ヤ'，~ )}‘ヨ
+t1(、タマガヤツ B、タ夕、 k%.、bデ
!I ~、ミゾ"':1-<、 J ヒ世バ等である。
(2) 6月20日右灰雪量桑撒布、 6月23日降雨t，
b溢水した。
くり 7刀29日生事差;測定.乾草量は同車E後8
月日日t二測定した。
--10 ・ー 〔良象研究第381fe第1. 1C-14頁 19手8) ， 
第2表挿執前の石灰窒素織布試験
2'，.91 91.6 
無除草匝 1990 139351 2821 1m 1 96.1 
除草区 1叫泌140931 n 1 tl4.6 1凶1
備考く1}~生健草積額…アプノ員、アゼト歩ガ，
シ、キカシグサ、ョゴメカヤヲ，、~+­
~、タ守カヤツ P 、すツ Hイ、 ミダカ.，.
'}>!)、ヒ z、bデリョ。。)1)'.上旬乾草必測恒。
‘第4衰反蛍施肥量
施肥量
I I I 
li 安|万J-;~tl 旭腕を 一一
過燦酸石灰 |晶.0トー 117年度時6月初日
戎酸加J!.1 3!0 1 .ー 118年度は7日2臥
櫓 肥 1 1印 1 - Iに回秘した。
備考 1)図楠官官の才iB<雀素直は元胞の硫安i'節約し
だ。
2)昭和17年の同僚唱えの布灰窓素直は元胞に擁
安を2.5賀丈脂周Lで遺胞は施用せ札
S) IB和18年は会匝は南風硫安品質、 i皇肥硫安
1.1lo貰施用した。
第 1表によって石灰窒素反嘗7.5-15貫撒布
じて10日間後に代掻体業や行は安t二回秘すれば
雑草叢生を 1/3)二止め色。又第2表は田板56
背骨にτは15貫量は1/4， 10貫匝は1/20).雑草量生
に止めた 7.5貫は効果が殆んどなかったo方
穀*~見るに4 回除草匝に比較して8-12%の
減牧した。叉本試験の無除草匝の鍛牧が除草匝
』こ撃すしτ嘩か4-6.6%の減牧牢は窓外に僅少で
ある司
第3表t二於℃‘7日前記右友窒素港反嘗7.5-
15貫施用lA之匪はその雑草量が講義除草に比べτ
78-89 形、同 4 目前のものが 41-61.~であっ
τ前年試験よりは効果が少かったq
この試験に於ても鎌除草匝が4回除草匝f，:.'lt
べτその滅牧理事は傷か8%であうたa然るに雑
草費生防止のため t二石灰窒素~撒布し允匝は12
~詔%め減枇であった。
第3表掃秒前の石友窒素撒布試験
(昭和ー八年丙開)
慮戸、完 法 一，|ムw ト，t無f除草割|除安毒恒
7目前不;鐙撒布 7.貫5 
g 
3113 耳 2円守;
iI 
7100 88.6 
7目。尚京宝揮監お 10 7225 3020 2530 77.9 85.1 
41:1前清盛撤布 7.5日S502915 2152 110.6 82.2 
長目前:m量撤布 1'0‘ 7出753040 1340 生，1.，2 115.7 
一一
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無 除 草 区 9150 3275 3249 1∞ 
“ 一
備事 ('1) ~ì1主主事由草・・・ヂ歩J メ、 アゼナ、?セグ歩
キカシグ'・ 2ナギ、ョ :F;I.ヵヤヲ，‘
京学 t，ヒタ・リョ、's力ザ・プロ 9..ヒ島
守'.7~ヰ‘主グカタシ、電 ;(9' ピ
〈宮?9}J 13日生草量測定。
目上の試験は何れも植付嘗時石訳窒棄のため
に栢t二及陪す害は別に認め本かったがこの減牧
は施肥後に土tE混合せ今に活水ずるニミが不合
理であるこさ、並にこの‘石灰窒素の撒布匝は硫
安の元肥7.5:宵令節約したためである。ょっτ
この方法はたさへ雑草費生防止があつでも潜水
田での賞施の慣値は少い?さらう・0
3. 7.l<稲生育中の襲剤除草紙験 昭和17
年7月中旬第1田中耕除草直後i二石灰窒素反雷
7.5-15貫や稲の株聞に撒布し大揚会、その雑
草の費生防止は著し〈効果的で5.ト 12.3%lこ
止め点が、しかしーコ町掃を害ゐ甚だしきは快株
も出来て、その牧量は除草匝に劃して18-27.~
の誠牧であった。叉同日に中耕せ?にぞのま、
石択窒素10貫を撒布し記臣は績の害はそれより
もがしその般』取は8.6.8%であったa一方雑草
量は2t>.3%であっ宇σ
第S表 水稲生背中日於りら石灰窒素
撒布試験 (昭和ー匂隼}
1iJiXa楽〈甲悶)
81.， 
献献〈乙同日|おお|蹴01叩|州、6.8
備考 (1:滋坐縫草F重額・・・アセナ占アプJ員、次世F
タサ、キカUグ歩、=ナギ、ヨヨメがヤ
-11- (11) 
、‘
、
除草区1 1 1 862r.135!l81・IMI 8.2 1凹 .0
無除草甑 I 1 81~()1 3275132!l91 1∞I 92• .B
倫理， .※少し倒状、喫虫多し本匝は謀って織布後の
~凌唱þjl したので宿には彼書多ぐ錐草には警
がg，いq 其の他は撒布.1時雑草は殆んど枯死
せしめ化。 9月場S日生1t量測定。
50%、同車用のもの67-70%であった。-ti般牧
は石灰窒素さ鋸屑ぞ混用したものが約rt%の減
牧で他は除草匝に比較しI差は認められない司
第τ表じよれば7月27日反省7.5貫の石灰窒素
備考 1)鐙生雑草・・アゼムV 園、アプFメ、アセグ ._は誤って雷日の午後描水ーしたので石灰窒素が
浮上って、稲の集t二附着して稲ぞ害し允司叉雑
ヒ星、ヒタD宮、 γ ツボ卒、ミザカ十ツB 草は枯死者F売れずこので失敗した例であるq 衣じ
勾誕剤、 R月2日織布 7月初日に反嘗同1.5貫徹布したものは措草量
A.・・開量鋸屑を混用した。 23%であり、帽の牧量は約8%の波枕であっ允
B 山石炭竃禁のみ撒布した。 、 叉8月 2日反営5貫巨はその残草量は40%であ
a， 9 )l23.ij主主芦量測定 ・ るが般牧は寧ろ除草屋より優る傾向があった。
第6表によれば硫酸2"反嘗300立匝は2回 叉硫酸2%.硫酸繊20%反嘗300宜の撒布匝は
除草匝tニ衝しτその残草量は68街、石灰窒素ぞ 官時金〈雑草を枯死せしめた(ヒヱはさ三抜して
閥量め量居屑tE混じて奥?に時はその残:$量42ー ゐる)がその後叢生して9月13日の雑草量は前
第 8表 世木移植田及直矯回生育制じ於ける石灰窒素の撒布試験〈昭和一九匁》
ヲ'、タマガヤヲ'・』画夕、l:~.，:'、
ヒZ 、メヒ!-'バ
(a) :r;友鐙棄は7月17日に1m布した甲聞にて
』ま関鱒除草機にて1岡除草直後に奥へた
h 獲宅きが多L、'乙国はその't~撒布じた。
(8) 7 "29日生E重量測定
叉昭和1&年7月下旬までにヒエ抜のみを?行っ
た間へ硫酸、硫酸鎮、及石灰窒素~撒布した結
果は第6.7去の如〈である。
第 6表 Jk植生育中に於ける繋開撒布試験
れ荻鐙棄 B 
干守E町蜜寮 B 
101.8 
際司自除草 ](¥() 
サー '"カuグサ、ヨナギ、タ T ガヤヅD、
• 
S包寝'方法
貫
直播石荻窪棄反常 7.品医
'無除 Z罪広
JlI水禽植石灰宮禁反常 7.5医
" 無除草区
第7表 水稲生育中に於げる襲舟鵬布試験
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備~ (1) 鎗隼種嶺・・・直槽関・・.:a':1' ;Jカヤヲリ、タ甲ガ"¥pツ阜、ヒ z、?ぜ台、キカシグ渉、ヌヒシ州、ダ
マガヤ:Y1I、立ナギ
m木誠問・..:aナ亀戸、キカ言〆グ渉、タ守ガヤヲ，、ヨプメ :bャッ，、 e%、アゼナ
(2) 7'" 22日1i灰蜜棄を搬布し?と。
(3) 7 )J31日様車i' t買取り日乾後:$璽~測をした魁本情除草原叡放反富3. 17:ri宣告，，~2.~で~つに。
(4.) 反嘗施胞量、植肥160賞、硫安子賞、過右4賞、破加早賀
(1)) ~匝播総除草区tt7月 13日に暖闘を施行しているので雑草:1l:Il~少い.
- 1a -(12) 
が者15.4-40%~費者が18~であったa 鍛牧は除
草匡よりト11%の議』肢である9 この時の無除
草匝の域牧容は8%であった。
ヨたに昭和19年tニi甚水並木植固さ要問直情回に
於τ7，}!J22日-石灰窒素ぞ反嘗7.5貫瓶ィむした。
第8裳の如〈官ある。
並木継は畦問 1.5尺に株間4‘寸に植へ.直矯
I~小委の 4.5尺畦の中畦さ爾肩に 4 寸問珊で穴
婚し拝、ょっ丈1.5尺t二4寸の株mである9藤
原式矯肥器で庖J1(窒棄を畦上に撒布したq 同表
によれば石灰窒素撒布によっτ会の蔑草量は直
橋田で!7.3%、並木植で僅か5%足ら?であ
る。一方般牧は撤布宮時植を害したが 8月中下
旬i二は恢復ι7之さ思はれた、しかし般牧は無除
草よりも倫去しその蹴牧は柄者共に20%であ
った。この無除草底の誠牧事は直婚固で14.2
%、並木植で12.9%であるョ
4. 71(田権iこ於ける薬剤除草鼠験 水田
に設置せる174坪コンクリ」長憶に於て昭和17.
18. 2t年t二本田稼験iこ併試tA之各種の費削そ使 '
用ししす=ーその結果は紙面の都合で省略する
が、事正除草匝の雑草費生:b?*回i二比駿して約3
倍に込建するすこめかその除草匝に劃する誠4先週容
は24%であったq そして石灰窒素、硫酸錦、硫
酸、各襲剤共そ.の除草的効果が一般に水田め場
合より大き〈一方穀J!XIま瓶ね除草直に土色較しτ
劣らないa 其の例は昭和17~手流酸錨15%、硫酸
1.5%坪嘗2立屋、昭和18年硫酸1.5%坪嘗1立
匝、同石灰窒素8月5日t二5ー 7.5貫撒布匝等で
ある。特に同年硫酸第1錬16-20%は普段放が7-9"の堆牧を見てゐる。但じ石灰窒素質ー15
貫匝は何れもト15気減咋した。其の他昭和 21)
年に瞳素主主曹達、 同加里0・.25%、硝酸曹建20
%、:入絹アルカ H慶々湾等a撒布したがそれら
は恒令除主主的効果があっても艇は減J!X[;1:il叉
人絹紡糸底渡は除草効果がない。ー;か帽にも影
響がえqかった。
以上要するじ水面拒iこ於ては輔の繋に附着lぜ
ない様に繋剤の撒布が出来るので好結果が得ら
れたのである。
5.考 察石灰窒素が撒布官時級生』こ有害
なのはデシアハデア trであるさ云ふ説さシ
ヤナ tr其のものが有害であるさ云ひ又治ペシ
('Kap戸ゅの提唱によれば水酸化カルジューム
~生す事る揚合に、特にアルカリ性が彊〈なるの
で右翼F~旨呈するものであらう広三去ふ。兎も角何
れにしても石灰窒素が土壌中tこ於て完全に分解
するには少ぐさも 7-15日位ぞ要するものさ考
へられ、その聞が植生ぞ害する3 よってニの藁
害期間の後は16-20"含有Lてゐナこ窒棄は直接
肥効ざなり、 6υ，%含有する石灰は間接肥料さし
て有益なので一石二鳥的のものであるaそれで
1 植付前にこれが撮布して雑草費生~防止出来れ
ば最も都合のよい施用法である。されど一般lこ
撒布後これぞ埋渡する様な方・法では石灰窒素に
崩れない雑草種子が表面に出τ費芽するため霧
車防止効果がない。tめよって、土竣表面tニ撒布
しτその後土ぞ撹詳しない事者F必要さずる。こ
の1i・法で雑草防止の有効を認めでゐるのは小容
の不耕穴蒔における石灰窒素反骨12貫軽度の撤
布似Tl)作様中の雑草防止のために燭溝にのA
に反嘗5貫め石贈棄を施し若干期間後i二橋脅
して覆土ぞ堆肥を以τ代へるか，Cめ(&，或は覆坊
を1.00血以上ざして石灰窒素やその覆正主に自曲
目撒布すれば小宴畿芽の害がなし雑専の量生時
防止になるJ・}釆陸前代、学陸苗代、或は~問i
直婚に於Tこの方法の有損なこさ是認めτゐら
(米費表〉
しかし水田湛水田では慣令除草効果あるもこ
の方法は施肥さして不:合理のため減牧した。毛
れで貰施の慣値はないさ思はれら。事ろ水田で
肱石灰窒素を土さ混合する樵t二代掻じたカ:1/":'
いさ思はれる。何んさなれば代掻そのもの、雑
羊防除効果も考へられるからである。
叉石灰窒素を稲の生育中に撤布する時t求、稲
の繋に附着すれば被害のあるこさは云ふ迄Sな
い~ p佐!揺は既に大含〈生育してゐるのさ.生畏
艶が内部に包ま拝てゐるのでタ械が害せられで
も虞葉雑草さ異って後に恢復するので被害が少
.いのであるーその害は勿論撒布分量さ撤布技栴
の如何によるのである。著者が』ドットでは石旋
盤棄を反嘗トマ16貫の撒布t寧ろ2割槍放を認
め可ゐるが3)(8)水阻拒"t'はふー 7.5貫までは害が
ないが10貫以上は蹴牧しTこ‘叉，7]<.聞では7.5.. 以
上は盤害令受けて誠放や見r-o要するにこの結
果はその撒布が橋薫に附着する分量が多いかr
うかじある3 同δ宵では水聞に持てち除革匝さ
-13・. '18) 
、
間放量q.得τゐるq しかし初給この分量でも稲
特上から撒布は禁物であっ宅、 4の根本明
帯するこさが必要であるコ宕五夜空素が除草剤ざ
して賞用化ず治、Eうかはーにその地上活cむ撒
布出来る簡易なる撒布器の出現が先決傑件?あ
~o 従来一般に石訳窒素の毒性を齢台にも恐れ
事ぎてゐる様に思はれるがその取扱如何でtお
う心配司する必要はないさ考へてゐる9著者は小
'芝は石灰窒素を反嘗5貫再度除草剤ざして撤
:献する場合は槍牧是認あτゐゐ。伊川硫酸1.5-
2%液は雑草臨除効果があって穀牧も良好でめ
る。しかし:Z.5%日'上鉱害があるq 叉硫酸第1
僻()%怯除草効果坊に穀牧も手取除草さ同じ
揚合が多いが、時には優るこさすもあるa著者
は先に(':1)(11水耕試鞍じょっち!}(穏に硫酸袋、の害
tわないこさ是認め士宮其の他盟素酸加皇、同曹
越はO.2'd.%W1立￥撒布L-tこ匝は穏や害する。
硫酸曹遺20%は除草効果がない由叉λ絹磨キ液
〈苛性えーグ0.8%炭酸曹達1%等を含有する〉
.の'10...20μ液は少し除草効果があるが、稲il>も
害ずる。
~来一般に除草回数の多い秤z雑草は少し牧
量拡精加するさ努へられてゐるが未t!決定した
ものではない。向川町的現献は農家が雑草tこ迫
は恥て苦しまぎれにその作業沿線返しτふる献
眼である。農地の除草は田旭!の清掃ではえ互いか
ら、出来る丈その努力を省ぐ哉培法を確立しτ
生産性ぞ高めるこさは耕作農民にさ勺て誠t二重
要な問題であるq著者は前報のに於て苦役俳業.
でめる水田除草の省力法さして穿間宜矯及畦立
腕田に削減糾効果吋告じばこの襲
剤除寧も又耕種法さ綜合のもさに施行す〈きで
あるq その貰施は賀{寸さ襲慣の如何にか』奇τ
ゐるが、現時は硫酸、硫酸銀、石灰窒素共に襲
剤除草さして使用出来る見込は少ないaこの時
3h草剤さして新しぐ新生命令聞きっ、ある2.4
-Dは反嘗襲慣も安いので、著者多年、多みつ
=あった費剤除草の時代そ期待してその賓験il>
準めてゐる。
摘.璽
1) 植付前に反雷10-1&貫の石灰窒素il>地面に
撒布し可 4~10 日後に湛水じて、代掻作業-i'
ぜ-?l二田植すれば雑草費生の防止さなるか施
， 
』肥J・法さして不合理のおめに8""'15%般牧が
低下L化の?貰施の慣値ば少い荒らう七
2) 7 月中、下旬水稲の株聞い石灰費素~反嘗
7 • .5-15貫の施帰依i徐亭効条があるが同時に
絹令書し甚しい時は20%位披牧ずるので責施
出衆ない。反蛍S貫ぞ掲の根泰に除箪割さじ
て蝕分lニ施用する時は除草匝ミ岡牧量そりこさ
があるa
3) 硫酸1.5-2払硫酸錨20仰嘗ilO立の撒
;屯iま除淳効果があり、稲には大恒無害である
が一般に除草直より 5-10%の減Jlicである、
しかし時民は除主主匝より多い揚合もあった1).
4) 盟素酸加皇、同曹濯d.25~及入絹アルカリ
麿々液の10-2O符坪1立嘗の撒布は除草効果
があるが舗を害し1こ!)
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